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 杉崎廃寺は宮川右岸の微高地上に位置し、水田の中に整然と並ぶ礎石群と塔心礎の存在が古くから知られていた。 

 これまでの発掘調査により、7 世紀末葉に創建された白鳳時代の寺院跡であることが明らかになった。小規模ながら主要堂

塔を備え、金(こん)堂(どう)の東に塔を配し、中門・金堂・講堂が直線上に並ぶ伽(が)藍(らん)配置は他に例をみない。金堂や

講堂・鐘楼の礎石は創建当時の位置を保ち、伽藍全体の遺構がよく残されている点でも比類がない。 

 伽藍中枢部の全面に敷き詰められた玉(たま)石(いし)敷(じき)は、全国でも初めての発見であり、その荘厳さは飛鳥(あすか)

の宮殿遺構を彷彿させる。 

 建物の礎石は、すべて火を受けた痕跡があり、8 世紀の末、一度に焼失したと推測される。瓦は金堂と塔の一部に使われた

が、屋根が檜(ひ)皮(わだ)葺(ぶき)であったことも杉崎廃寺の特徴といえる。 

 出土遺物には浄(じょう)瓶(びょう)（水差）・獣(じゅう)足(そく)火(か)舎(しゃ)（香炉）などの供養具、丸瓦・平瓦などの瓦類、須

(す)恵(え)器(き)を主とする食器類、それに建築部材を中心とした木製品などがある。出土した郡(ぐん)符(ぷ)木(もっ)簡(か

ん)には『和(わ)名(みょう)抄(しょう)』にみえる郷名の飽(あく)見(み)郷(ごう)が記されており、寺院の分布が郷単位であったこと

が推定される。       飛騨市教育委員会資料から 
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